
  

 

 

 

       天高く馬肥ゆる秋となりました 

校長 木田 明男 

 

〇運動会を終えて 

子どもたちにとって運動会は、大きな目標だったと思います。一つの目標に向かって努

力を積み重ねることは、とても大切なことであり、すばらしいことです。今年の運動会のテ

ーマにもある「みんなの優勝！笑う門に勝ち来たる！！ 限界突破 これがホントの三小

魂！」の精神で、力を合わせ、全力で最後まで頑張っていました。 

運動会は、自分の種目や演技を頑張るだけでなく、もう一つ大切なことがあります。そ

れは、一生懸命頑張っている友だちを心から応援し、力づけてあげることです。運動が苦手な子どもにとっては、運動会はあ

まり楽しくない行事かもしれません。本当は、できれば参加したくないと思う子もいるはずです。しかし、自分なりの目標を掲

げて努力し、仲間と協力して取り組んでいく中で、少しずつ前とは違った自分に気づいていくものです。  

走るのが苦手な子も、最後まで一生懸命に走り、踊りを覚えるのが得意でない子は、休み時間や家でも一生懸命に練習

して取り組みました。そんな子どもたちの努力の積み重ねが、全学年の競技においてすばらしい成果として表れていました。

子どもたち全員、本当によくがんばったと思います。 

 

〇ICT の活用 

さて、本校ではでは令和３年度から ICT の活用について研究を行っています。 

令和 4,5 年度は小平市教育委員会研究推進校として指定を受けて「一人一台学習者用端末の

効果的な活用～ICT の活用で主体的・対話的で深い学びを再定義する～」を主題に実践を重ねな

がら研究をすすめてまいりました。この研究はデジタル教科書や学習支援ツール等ＩＣＴを活用した

授業づくりを進め、学びを深めることを目指しています。 

全教職員が、研究授業に取り組み、若手とベテランが互いに切磋琢磨しながら授業力を高めてき

ました。ＩＣＴは新型コロナウイルス感染症の流行を契機に全国的に普及し、教育現場に導入された

新しいツールですが、教育の本質は変わるものではありません。「温故知新」、「不易と流行」です。

ベテランが若手教員に教育の本質を教え、若手はベテランにデジタルの活用を伝える。そのようにして熟成された本校オリ

ジナルの ICT 活用の形を小平市内はもとより都内そして全国に発信して参りたいと思います。 

来たる１１月１７日（金）には、上述内容を中心に据え研究発表会を開催し、これまで３年間継続研究をしてきた取り組み

内容や成果について発表いたします。 

まだまだ、今年度の教育活動は続きます。これからも、子どもたちが安心安全に学校生活

を送れるよう、感染症対策等を徹底しながら取り組んでまいります。引き続き、保護者・地域

の皆様のご理解とご協力、ご支援をお願いいたします。 
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1 年  

【生活科見学のお知らせ】 
日にち：１１月７日（火） 
延期日：１１月１３日（月） 
行き先：小金井公園 
時間 ：登校（教室）８：２０ 
    到着（学校）14：００ 
〇当日の昼食はお弁当となりますの

で、ご準備をお願いいたします。 
〇当日、お時間ありましたら学校か 

ら小金井公園間の信号などの見守 
りをしていただけるとありがたい 
です。 

行き８：５０～９：３０ 

帰り１３：１０～１４：００ 

○詳しくは、後日しおりを配布しま
す。 
〇メールや連絡帳カレンダーにてお知ら
せをする場合もありますので、ご確認
をお願いします。 

 

【保護者会】 
1１月２９日（水）14：50～保

護者会があります。改めて日程をご
確認ください。 

 

２年  
【大根収穫について】 
 １１月下旬～１２月上旬に学童

農園で大根の収穫を行います。
野菜の生育状況を見て、収穫日
を決定します。近くなりました
ら、学校連絡メールでお知らせ
します。 

 

【空き箱のお願い】 

 国語の学習で空き箱を使って工作

をします。レトルトカレーの空き箱

などをご用意ください。 

 真ん中が開くものは工作しにくい

ので避けてください。 

各担任が必要な時に子ども達にお知

らせします。 

寸法の目安：17cm×13cm×2cm 

国語の教科書 

41 ページを 

ご参照ください。 

         
         
         
         

３年  

【運動会】 

先日は運動会の為に、T シャツ

や体育着、水筒等の準備ありがと

うございました。おかげさまで無

事に運動会を終えることができま

した。引き続き体調に気を付けて

お過ごしください。 

 

【集金の追加】 

 「花笠用の鈴 ３３円」を購入

しました。以前集金した金額の繰

越金で購入できましたので追加集

金はございません。 
 
【保護者会】 
 12 月 1 日（金）14：50～保
護者会があります。改めて日程を
ご確認ください。 

４年  

 
【遠足のお知らせ】 

日にち：１１月２１日（火） 

延期日：１１月２７日（月） 

行き先：日和田山、巾着田 

 
〇当日の昼食はお弁当となります

ので、ご準備をお願いいたしま
す。 

○山道を歩きますので、山道にふ
さわしい服装、靴をご準備くだ
さい。また、転倒し、地面に手
を付いた際の怪我を避けるた
め、軍手のような手袋を持って
きていただいても構いません。 

〇移動は徒歩と電車を使用しま
す。交通費は集金済みです。 

○詳しくは、後日しおりを配布し
ますのでご確認ください。 

 
【保護者会】 
 12 月 1 日（金）14：50～保
護者会があります。改めて日程を
ご確認ください。 
 ※４年１組は、１学期末の保護者会でお知らせした

通り１２月４日（月）１４：５０～となります。 

 

５年 

 
【音楽会】 

12 月 16 日(土)の音楽会に向
けて、夏休みからコツコツと練
習に励んでいます。休み時間も
時間を見つけて音楽室に通って
います。 
○合唱「グランドエスケープ」 
 声を合わせて、心をふるわせ
るような歌声を目指して練習中
です。 
○合奏「百花繚乱」 
 ビートにのせて、日本の伝統
楽器お箏の音色を使って演奏し
ます。 
  

【総合見学・エコプロ２０２３】 

１２月６日(水)東京ビックサイト 

「エコ」「SDGｓ」の学びを通し

て、よりよい社会・未来について考

えよう。 

 集合時間：７時３０分(予定) 

 帰校時間：1６時 30分(予定) 

 ※お弁当の準備をお願いします。 

 無料送迎バスで行きます。 
 

6 年  

【連合音楽会について】 

  12 月 8日（金）は連合音楽会で

す。当日の服装について事前にお伝

えします。 

・白の襟付きシャツ（ブラウス可） 

・黒のズボン又はスカート（黒タイツ） 

・黒っぽい靴 

お手数おかけしますが、ご準備お願

いします。当日の持ち物などの詳細

については後日お知らせします。 

 

【各種調査について】 

 以下の調査を行います。記入してい

ただき、提出をお願いします。 

・進学先調査 

・卒業アルバム購入希望調査 

・卒業証書氏名調査 
 

配布：11月  ９日（木）  

提出：11 月 13日（月） 

学年の窓 

 

 



 

 

 

◆生活目標……休み時間はきまりを守って遊ぶようにしよう　　「遊び場所を守ろう」　「遊具の安全な使い方を確認しよう」 〇・・・あり

◆安全目標……青信号でも、左右を見よう　　「ガードレールにすわらない」　「カーブミラーを確認しよう」 ▲・・・なし

日 曜 1年 2年 ３年 ４年 ５年 ６年 掃除 昼 休 み 1 2 3 4 5 6

コンサート③

生活科見学

遠足 脊柱健診

模範授業(5-1)⑥

外国語検定

5 5▲ ▲ 4 4 4 5
クラブ⑤

4 5 5 5 5
中学生職業体験始（12/1まで）

30 木
【安全指導】

クラブ⑤

保護者会

図書ボラ（２・４・６年）

29 水
保護者会（低）14:50～ 外国語英検（６年）

〇 〇 4

5 5 6 6 6 6

○ 5 5 6 6 6

28 火
模範授業（5-1）⑥

▲ ○

627 月
【朝会】　縄跳び週間始　

○
遠足（４年）＠日和田山予備

26 日
少年少女マラソン大会予備日

4 4 4 4 4 4

25 土

落語教室② 落語教室④
24 金

【たてわり５（青緑）】
○ ○

落語教室②（１～３年）④（４～６年）@体育館

23 木
勤労感謝の日

5 5〇 〇 4 5 5 5

5 6 6 6 6
脊柱側弯健診（５年）

22 水
上水中挨拶運動8:00～8:20頃

21 火
遠足（４年）＠日和田山

▲ ○ 5

5 5 6 6 6 620 月 ○ ○

19 日
少年少女マラソン大会

18 土

5 5 5 5 5

4 4 4 4 4 4

17 金
研究発表会⑤

〇 〇 5
研究発表会授業⑤

16 木
【集会（集会委員会）】

▲ ▲

5〇 4 5 5 5 515 水
避難訓練③（Jアラート）

〇

5 5▲ ○ 5 5 5 5

避難訓練③

5 6 6 6 6
生活科見学（１年）予備日

14 火

13 月
【朝会】

○ ○ 5

12 日

11 土

6 6〇 〇 5 5 5 610 金
【たてわり５（赤黄）】

5 5 5 5 5

4 4 4 4 4 4

9 木
【集会（集会委員会）】 さんさん広場（中）

▲ ○ 5

クラブ１０⑥　

8 水
第３回小中連携の日（上水中）

▲ ▲

6○ 5 5 5 6 67 火
生活科見学（１年）＠小金井公園

▲

6 6○ ○ 5 5 6 6

クラブ⑥

6 月
【朝会】 三小づくり会議 

ルネ小平出前コンサート③（３年）＠体育館

5 日

4 土

3 金
文化の日

6 6〇 5 5 5 52 木
【安全指導】 委員会⑥

▲

4 4▲ ▲ 4 4 4 4

委員会⑥

学校全体の予定

1 水
東京都教育の日

※モジュールなしの特別時程１校時開始8:35～

11 月 行事予定 

 



学校の窓 
 

本校では令和４・５年度研究テーマを「一人一台学習者用端末の効果的な活用〜ICT の活用で主体的・対話的で深い

学びを再定義する〜」とし、学習者用端末（Chromebook）の効果的な活用方法について研究を深めてまいりました。

11 月 17 日（金）には小平市教育委員会研究推進校として、研究発表会を行います。 

学習者用端末の活用は、日本においてはまだ始まったばかりです。世界の多くの先進国に大きく遅れをとっています。

また、紙の教科書、ノート、鉛筆で学習する子どもの姿に親しみがあり、どうしてもタブレットで学習する子どもの姿

に感覚的にしっくりこないというのが日本の現状です。また、紙の本による読書の優位性を示す研究論文もいくつかメ

ディアで紹介されている一方で、最近は A I 等を活用した学習もたくさん発表されるようになりました。 

小平第三小学校では初めに端末ありきではなく、その効果について統計をとりながら少しず

つ明らかにしてきました。現在では、紙のノートや鉛筆もしっかりと活用しつつ、効果的な場

面ではタブレット端末を使用するなど、緩急をつけた活用を行なっています。また、１学年と

いう短いスパンではなく６年間という長いスパンで子どもたちの成長を捉えています。低学年

（２年生の中盤まで）までは鉛筆を持って書くという学習活動を積極的に取り入れること、中

高学年（５年生の中盤まで）は、タイピングやアプリケーションを用いた学習を徐々に取り入

れていくこと、高学年（５年生後半から卒業まで）はアナログとデジタルの特性の両方を理解した上で、その都度、自

分や目的に適した表現方法を自分自身で選択していくという大きな流れを意識しながら日々の教育活動を行なってい

ます。中高学年という長期間しっかりと端末に関する学習を行うのは、まず子どもたちに、コンピュータの特性（メリ

ットとデメリット）をしっかりと理解させる必要があるからです。それを知らないまま、コンピュータが苦手なのでア

ナログでという選択肢しか選ばなければ、子どもたちの可能性は広がりません。 

文部科学省は C B T（Computer Based Testing）化を推進しており、2024 年度の大学入試共通テストから、C B 

T 方式によるテストを検討しています。学習指導要領においても、キーボードの文字入力習得が重視されているのは、

C B T 方式によるテストを想定してとのことと考えられています。つまりタイピングのスキルは現代の子どもたちにと

って必要不可欠な力ということもできるでしょう。 

デジタル機器を活用した学びは、冷たいものではありません。むしろ人間一人一人の特性に寄り添った伴走者のよう

な温もりのある存在です。最近は端末上で書籍を購入することが一般的になってきました。端末上の書籍はフォントを

変更したり、自分好みの背景色にしたり、文字の大きさも自由に変更できます。私はこれでずいぶん読書が楽になり、

読書量がかなり増えました。また近頃、端末上で書籍を朗読してくれるサービスもあります。近所を散歩しながら朗読

を聴いていると、あっという間に本を読み終えることができます。最近では、朗読のスピードを 1.7 倍にして聞くこと

もできるようになり、たくさんの本に親しむことができるようになりました。端末と共に生活することで人生が豊かに

なったことを実感しています。 

実はこのような機能、子どもたちが持っている学習者用端末の中の国語のデジタ

ル教科書に全て備わっている機能なのです。子どもたちが持っているものはさらに

高性能でワークやメモ機能なども充実しています。私が子どもの頃は、たくさんの

文章をノートに写すことを課され、それが原因で国語の授業はなんだか気が進まな

かったものですが、小平第三小学校の子どもは本文をノートに写す必要はありませ

ん。指でなぞるだけです。「そんなに子どもたちに楽をさせて学力はどうなるのか？」

と心配される保護者の方もいらっしゃることと思います。私もそれを一番危惧した保護者の一人です。ご安心ください。

小平第三小学校では東京学芸大学と研究協力をしており一年毎に学力の調査テストをしっかりと行なっています。とて

も多くの子どもたちが着実に学力を伸ばすことができています。 

どのように学力が変容してきているのか、その具体的な要因はなんなのか。また、小平第三小学校でこれ以上さらに

学力を伸ばしていくためにはどのような取り組みを行なっていくべきか、11 月 17 日には小平第三小学校がコツコツ

と研究を重ねてきた研究の報告をさせていただきます。これからも小平第三小学校の研究をどうぞ温かく見守ってくだ

さい。 


